
 

様式３ 

会   議   録 

会議名 

（審議会等名） 
第４回 相模原市立千木良公民館再整備に係る検討委員会 

事務局 

（担当課） 
相模湖公民館 電話０４２－６８４－２３７７(直通) 

開催日時 令和３年６月１８日（金） １８時４５分～１９時４５分 

開催場所 千木良公民館 １階 第２・３会議室 

出 

席 

者 

委 員   １１人（別紙のとおり） 

その他    ４人（太田生涯学習課長、鈴木同計画推進班総括副主幹、外２人） 

事務局    １人（志村館長代理） 

会議次第 

１ 開 会 

２ 委嘱状交付 

３ あいさつ 

４ 議 題 

（１）「千木良公民館再整備に係る検討結果説明会の結果報告」に

ついて 

（２）千木良小学校Ｓ５２年度卒業制作の取扱いについて 

（３）要望書の作成について 

５ その他 

６ 閉 会 



審  議  経  過 

主な内容は次のとおり。 

１ 開会 

  志村館長代理 

   現在、相模原市は「特措法に基づくまん延防止等重点措置に係る神奈川県実施方針」に

おいて、措置区域と定められており、公民館を含む市設置施設は、利用時間を午後８時ま

でとしていることを踏まえ、本日は午後８時までに解散できるよう、会を進行いただきた

い。よろしくお願いします。 

 

２ 委嘱状交付 

  志村館長代理 

   相模湖地区社会福祉協議会から選出されていた澤塚委員が退任されたことに伴い、今

回から、中河委員に参加いただくため、藤井館長から委嘱状を交付させていただく。 

 

【委嘱状交付】 

 

３ あいさつ  

中里委員長 

 前回は、別館の解体及び本館に設置を検討している調理室について話をしたが、今回

は、今後のことも含めて色々と話をしていきたいと思う。また、先日開催された検討結果

説明会について、結果報告を行うということで、よろしくお願いします。 

 

藤井館長 

 皆様に色々と検討していただいたおかげで、再整備事業の方向性が概ね出来上がった

ところであり、地域の方に向けた検討結果説明会も、無事、実施することができた。 

地域の方から、大きな反対意見も無く、生涯学習課にも、事業の実施に向けて、事務を

進めていただきたい。そこで、本日の議題にも上げているが、地域の要望をまとめた要望

書を作成し、一日も早く事業内容を実現させたいと考えているので、ご協力をいただきた

い。最後まで、よろしくお願いします。 

 

４ 議題 

（１）「千木良公民館再整備事業に係る検討結果説明会」の結果報告について 

  中里委員長 

   ここからは私が議事を進めていく。 

   まずは、５月７日、８日に開催した「千木良公民館再整備事業に係る検討結果説明会」 

の結果について、市の方から報告いただく。お願いします。 

 



  生涯学習課 稲澤主任 

 「千木良公民館再整備事業に係る検討結果説明会」について、５月７日（金）、８日（土） 

の２日間かけて計４回、開催する予定だったが、出席希望者がいなかった回もあったた

め、全３回の開催となり、計２２名の方に参加いただいた。 

    検討委員からは、第１回目に鈴木委員と山田委員、第４回目に上條副委員長に参加いた

だいた。 

別館の老朽化の状況や、検討委員会において、別館の解体や本館への機能集約等を検討

していることを説明したところ、大きな反対意見は出なかった。 

本館に設置を検討している調理室について、現在の別館調理室と比べると面積が縮小

されるようだが、調理団体は納得しているのか、という質問をいただいたが、これまでの

調理団体とのヒアリングの結果や第３会議室との一体利用の検討などについて説明し、

ご理解をいただいた。 

また、現駐車場にある物置を撤去してほしいという要望や、別館にあるピアノなどの備

品はどうなるのかという質問が出た。 

物置については、老朽化が進んでおり、台風などの際に、屋根が飛んでいかないか心配

だということなので、撤去することも含めて検討すると回答した。ピアノなどの備品につ

いては、整理整頓しつつ、必要なものは本館や、別館敷地内に新設を検討している物置へ

移設予定であると回答した。 

その他、参加者から出た主な質問内容等については、資料１を確認いただきたい。 

また、検討結果説明会開催の前に、千木良地区自治会総会において、説明会の開催及び

検討結果の概要について報告し、相模湖地区自治会連合会役員会・総会については、相模

湖まちづくりセンターを通じて、報告を行った。 

 

質問・意見等、なし 

 

（２）千木良小学校Ｓ５２年度卒業制作の取扱いについて 

中里委員長 

   次に、千木良小学校Ｓ５２年度卒業制作の取扱いについて、市から説明いただく。 

お願いします。 

 

   生涯学習課 稲澤主任 

    先日、卒業制作の製作者である当時の担任の先生と卒業生代表の方と話をする場を、千

木良小の鈴木校長先生に設けていただき、別館の解体が検討されていることを説明した。 

  卒業制作は、Ｓ５２年度千木良小学校卒業生が、当時、小学校にあった窯で焼いたタイ

ルを、地元の業者に頼んで、今の別館の壁に埋め込んでもらったものだとのこと。別館の

解体に伴う卒業制作の撤去については、やむを得ないとのご意見をいただいた。 

工事の実施が正式に決まったら、卒業生で集まって、卒業制作を鑑賞したいとのことな



ので、その際には、鈴木校長先生を通じで、卒業生代表の方に連絡することとなった。 

    いつの間にか取り壊されている卒業制作も多い中、事前に連絡をいただき、ありがたい

と思っていると、言葉をいただいた。 

 

質疑応答・意見は次のとおり（委員：○ 市：● 事務局：△） 

 

○ここまで丁寧に話をしてくれて、ありがたいと思っている。私も、以前、作成した卒

業制作が、何も説明がないまま壊されて、がっかりしたことがある。 

 

●鈴木校長先生には、当時の卒業生の方々に連絡を取っていただくなど、色々とご協力

をいただいた。本当にありがとうございます。 

 

中里委員長 

   それでは、卒業制作については、製作者の方々にも撤去することについて理解いただい

たということで、次の議題に進む。 

 

（３）要望書の作成について 

中里委員長 

   次に、要望書の作成についてだが、まずは市から説明いただく。お願いします。 

 

生涯学習課 稲澤主任 

 過去、他館で大規模改修を実施した際には、それぞれの検討委員会において、検討結果

や要望事項を書面にまとめ、「要望書」という形で、市へ提出いただいている。 

 そこで、事務局である千木良公民館に相談をしたところ、本検討委員会としても、要望

書を作成し、市へ提出できればということだった。 

 お手元にある資料２については、事務局が作成した要望書（案）であり、第１回から第

３回までの検討委員会の中で、検討したことや要望が出た事項をまとめたものである。 

 

志村館長代理 

 最近では、清新公民館や小山公民館が大規模改修を行っており、今回お示しした案につ

いては、小山公民館改修の際に提出された要望書を参考に、作成したものである。 

  

中里委員長 

要望書の内容等について、何か意見がある方はいるか。 

 

 

 



○「要望書」という名前で提出すると、あくまでも「要望」として扱われ、記載した内

容について、実現されないのではないか。過去、提出した公民館の改修の際には、要望

事項は全て実現したのか。 

 

●これまで改修を実施した公民館において、要望書に記載した事項が全て実現したの

かについては確認できていないが、千木良公民館の再整備事業については、可能な限

り、要望事項の実現に向けて、対応していきたいと考えている。 

 

○今まで検討委員会において、様々な検討をしてきた。「可能な限り」では困る。 

    

○「要望書」という名前では、実現しない可能性もあるのか。 

 

○文面としては、「要望」というより「確認書」という形の方がいいと思う。 

 

●他の公民館の改修においても、地域の方に要望いただいた基本的なことについては、

達成できていると考えている。今回の事業においても、全く要望が通らないということ

があれば、もう一度、検討委員会へ相談させていただく。 

 

○要望書を提出した後、「要望内容を実現します」といった内容の確認通知などが届く

のか。 

 

●過去、そういった通知を出したことはない。 

 今回の再整備事業について、別館の解体や本館への機能集約化工事を実施するにあ

たり、公民館条例の改正も必要になる。事業の実施及び条例改正については、市議会に

承認を得る必要があり、正式に予算が確保できた際には、改めて、皆様に工事の内容に

ついて報告したいと考えている。検討委員会を開催するのか、書面でご報告するのか、

検討し、お知らせをする。 

 

○要望したことの半分も実現しないようでは困る。 

 

●本館へ調理室を設置し、一定程度の備品を用意する、という機能集約の基本事項につ

いては、実現したいと考えている。そのために、庁内や市議会においても、十分に説明

していきたい。 

 

 

 

 



●事業を実施するためには、市議会の承認を得る必要がある。そのため、現時点では、

必ず実施するとは言えない。ただ、事業の実施に向けて、最大限の努力はさせていただ

く。 

 

○きちんと実現するのであれば構わないが、今後、人事異動などがあった際に、「要望」

だから、実現しなくでもいいと軽く扱われては困る。 

 

●我々も、「要望書」という形の書面があると、庁内や市議会において、事業実施の必

要性を説明する際に、再整備内容については、生涯学習課が単独で考えたものではな

く、地域の方からの要望をまとめて、検討したものである、ということが説明しやすい。   

そのため、今までの検討委員会の中で出た要望事項等を、なるべく細かく記載し、事

務局が作成したものが、今回お示ししている要望書（案）である。 

 

●例え人事異動があったとしても、再整備事業は業務として継続していく。 

 

○随時、生涯学習課から情報を提供してもらうことで、我々も事業の進み具合を確認し

ていきたい。その上で、地域ができることがあれば、生涯学習課をバックアップしてい

きたい。 

 

   中里委員長 

    それでは、要望書の内容について、この案のとおりでよろしいか。 

 

反対意見等なし 

 

△要望書の提出方法等はどうするか。 

 

●要望書を市へ提出いただくとのことだが、他の公民館では、検討委員会の委員長・副

委員長が代表として、教育長等へ渡している。場合によっては、藤井館長に代理で提出

いただく方法もあると思うが、いかがか。 

 

○日程が合えば、我々は市役所まで伺うことができる。 

 

△委員長、副委員長が行く場合でも、私と藤井館長は同席させていただく。 

 

○この要望書（案）について、検討委員会や地域の要望を細かくまとめていただいてい

る。可能であれば、委員長、副委員長だけではなく、私や他の委員も提出の場に同席で

きるといい。 



●それでは、まずは委員長、副委員長と教育長の日程を優先させていただき、他の委員

の方々も、都合がつけばご同席させていただくということでいかがか。 

 

一同、同意 

 

   志村館長代理 

    それでは、要望書の提出については、日程調整等を行い、また報告させていただく。 

 

５ その他 

中里委員長 

 次に、その他についてだが、何かあるか。 

 

志村館長代理 

 別館敷地内にある慰霊碑についてだが、以前の検討委員会において、別館解体後も今の

位置に残すこととなった。しかし、慰霊碑の周りにある花壇について、解体工事の際に、

１／３程度、面積を削らないといけない可能性がある。 

 現在、花壇の管理は、千木良公民館スタッフのほか、千木良小の児童や近所の方の手を

借りて行っており、スタッフだけでは手が回らないこともあるため、公民館としては、工

事終了後も、縮小された面積のままでよいと考えているが、何かご意見はあるか。 

 

○今は花壇だが、以前は池だった。管理が大変なのであれば、花壇を全て撤去し、慰霊

碑だけ残せばよいのではないか。 

 

○以前あった池についてだが、慰霊碑と一緒に作られたものではなく、千木良小学校の

何周年目かの記念行事の一環として、近所の方から寄贈された石などを使って作られ

たものだったが、水の管理が大変だったので、数年前に埋め立てて花壇とした。この機

会に、石ごと片付けてもいいのではないか。 

 

●別館解体工事終了後の花壇の取扱いについてだが、選択肢が３つある。 

 １つ目は、工事の際に削られた部分を復元し、花壇の面積を元に戻すこと。２つ目は、

削られた部分を駐車場の一部として整地し、面積を縮小すること。３つ目は、花壇を全

て撤去することである。 

 

○花の世話をしていた人たちのこともある。花壇は少し残してもいいのではないか。 

 

○現在、慰霊碑がある場所は、元々学校の敷地だったが、今は公民館の敷地である。 

慰霊碑の場所を移してもいいのではないか。 



○慰霊碑の場所は、このままでよい。花壇をどうするのか。 

 

○公民館で管理することが難しいのであれば、花壇は無い方がいいのではないか。 

 

△公民館としては、少し花壇を残すか、花をプランターなどに移し替えるなどといった

方法もいいのではないかと考えている。 

 

○世話ができるのであれば、残してもいいが、できないのであれば、撤去した方がいい。

個人的には、駐車場の台数を確保するために、花壇は無くても構わないのではないか

と思う。また、プランターの方が管理は大変である。 

 

   中里委員長 

    それでは、花壇については、実際に管理する公民館に任せて、判断いただくということ

でよろしいか。 

    他に何か意見等はあるか。 

 

    ○別館敷地内にある、消火栓のホースの格納箱については、どうなるのか。移動させる

のか。 

 

    ●現在地に残す予定であるが、移設する場合は、消防局と調整する。 

 

    ○別館の貸室利用については、いつまで可能なのか。 

 

●正式には決まっていないが、解体工事の実施は来年秋以降を検討しているため、その

少し前から貸室利用は停止することとなる。今年度中は利用いただくことができる。 

 

○別館敷地内にある手洗い場についてはどうなるのか。 

 

    ●手洗い場については、解体工事の際に撤去するが、水まきなどができるように、地面

に散水栓を設置することを検討している。 

 

    ○公民館まつりなどの際には、外で洗い物をすることもあるので、散水栓だけではなく

手洗い場も残してほしい。 

    

   ○今の場所に手洗い場を残すと、車が出入りする際に邪魔になるのではないか。場所は

どうするのか。 

 



   ○運動会の際には子どもたちが手を洗ったりもする。隅の方でもいいので手洗い場は

必要。蛇口は２つあると良い。 

 

   ●手洗い場を設置すると、駐車スペースが減ることになるが。 

 

   ○本館の敷地内に手洗い場を設置することはできないか。 

    

   ○本館の敷地内よりは、別館の敷地内にあった方が使い勝手がよい。 

 

   ●散水栓だけではなく、手洗い場も必要ということだが、設置できるとすれば、別館の

敷地内である。公共建築課などにも相談し、検討した結果をご報告する。 

 

   上條副委員長 

    他に意見等が無ければ閉会とする。 

 

６ 閉会 
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